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本発表の構成
日本語コーパスにおける転記
母語話者コーパスの転記：小磯 et al.(2006)
学習者コーパスの転記：迫田 et al.(2016)
対照分析：トルコ語と日本語の音声
分節音の特徴①：母音 分節音の特徴②：子音
超分節的特徴①：語アクセント 超分節的特徴②：等時性の単位

転記における問題点：トルコ語母語話者の日本語
問題点①：分節音の誤り 問題点②：韻律の誤り
問題点③：文法・表現の誤り

超分節的特徴③：韻律



日本語コーパスにおける転記



母語話者コーパスの転記
基本形
発音形

漢字かな交じり：可読性を重視
カタカナ：実際の音声の再現を重視

表記

タグ
基本形
発音形

形態素解析の精度向上が目的：フィラー(F)や語断片(D)
基本形との対応が目的：長音〈H〉促音〈Q〉 
言い間違い〈W〉読み間違い〈B〉不明〈？〉 
個人情報〈R〉



学習者コーパスの転記
CSJの基本形漢字かな交じりのみ表記

タグ
〈？〉〈D〉

〈H〉
〈W〉〈B〉
〈F〉

〈？〉

〈-〉
〈-〉

〈-〉

CSJタグ



対照分析： 
トルコ語と日本語の音声



分節音の特徴①：母音
日本語 トルコ語

竹林(2003)

▶a,e,i,oはトルコ語の母音で代用可能
▶トルコ語[u][ɯ]についても日本語の/u/の自由異音の範囲内



分節音の特徴②：子音
トルコ語

竹林(2003)▶日本語の/w//ç//ɸ/に当たる音が存在しない
▶/ɸ/について：「i を含む音節で i の前後に来る場合に無声硬
口蓋摩擦音 [ç] で実現することもあります」 
（東京外国語大学：2017）  



超分節的特徴①：語アクセント
▶トルコ語のアクセントは音声学的には「強さアクセント」的　
特徴と「高さアクセント」的特徴の両方の特徴を部分的に兼ね
備えている （東京外国語大学：2019）  

▶Turkish is a pitch-accent language (Levi:2005)
▶トルコ語のアクセントは、強さと高さの両方（土屋：1992）

⇓
日本語のピッチアクセント的特徴を持っていると考えられるか
▶「日本語の「雨」と「飴」のように意味の弁別機能を持つこ
とはまれである」（土屋：1992）
▶アクセントを担う単位は音節でありモーラではない

トルコ語も高さアクセントか



土屋(1992)「まれである」

福盛(2010)より



超分節的特徴①：語アクセント

▶The default location for primary accent in Turkish 
is the last syllable of the word (Levi:2005)
▶「語の最終音節に頂点があるというのが基本的なアクセント
パタンとなります」(東京外国語大学：2019)

⇓
基本的にはアクセントは1型的、東京方言とは異なる

▶中規模の辞書(約22500語掲載)のうち、例外アクセントは
1681語(7.4％)存在（福盛：2010）

▶無意味語をトルコ人話者に読ませると後ろから2番目にアクセ
ントを置く傾向にある。 
→日本語を読む際も同じ傾向が見られるか。 

トルコ語のアクセントの位置



超分節的特徴②：等時性の単位
▶リズムとは同じような音の長さのまとまりの反復（杉藤：
2012）

等時性

強勢から強勢 音節 モーラ
英語 

ドイツ語 
ポーランド語

フランス語 
スペイン語 
トルコ語？

日本語

Nespor(2011)を参考に作成



超分節的特徴③：韻律
単語のピッチ変化

▶ヤマはなく平坦な発音（土屋:1992）



超分節的特徴③：韻律
平叙文のピッチ変化

▶基本アクセント文はディフレージングのような現象が生起し
やすく単語にヤマが見られない
▶例外アクセント文は単語にヤマが見られる。ディフレージン
グのような現象は観察されにくい。



超分節的特徴③：韻律
疑問文のピッチ変化

▶miにより直前の語のアクセントが強くなっている。
▶日本語と似たピッチカーブ



転記における問題点： 
トルコ語母語話者の日本語



問題点①：分節音の誤り
母音：[e]→[a]/_N

CJSの基本形・発音形を採用し、基本形は正しい日本語で、 
発音形は学習者の発音に忠実にする？



問題点①：分節音の誤り
子音：[ts]→[s]/φ_



問題点①：分節音の誤り
特殊拍：Nの長さが不十分



問題点②：韻律の誤り
母語話者に近い例：単語アクセント✕アクセント句◯

学習者らしい例：単語アクセント✕アクセント句◯



問題点②：韻律の誤り
アクセント句の終わりが聞き取りにくい



問題点③：文法・表現の誤り
助詞の誤用／形容詞の活用の誤用

I-JASはこの類の誤用は修正せず 
多用している場合は修正 
多様の基準は？



問題点③：文法・表現の誤り
語彙の誤用

習ったと学んだが混ざっている。 
このようなときにどちらを基本形に採用するか。
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